
女性の多い職場であるため、働き続けてもらうため
には多様な働き方の実現が必須
　当社は従業員の約8割が女性です。そのため、子育
て期や中高年期等の人生の各段階に応じて多様な働
き方ができ、安心して長く働き続けられるような環境
が必要であると考えています。従業員に対して、アン
ケート等から働き方に関する意見を集めた際、「上司
がストイックに仕事をしているために休みが取りにく
い」という意見が上がりました。この声をきっかけに、
全従業員が希望するバランスで仕事ができるよう、
2020年頃から環境の整備に取り組み始めました。

従業員の声を聞き、働き続けていくうえでの不安要
素を解消
　当社では、休みたい時に休めることが従業員のモ
チベーションや作業効率アップにつながると考えて
います。従業員から「休みが取りにくい」という意見
が上がったことをきっかけに、休みやすい雰囲気を
作るための環境整備を実施しました。具体的な取組
として「有給休暇100%プロジェクト」があります。
このプロジェクトでは、年次有給休暇を100%消化
した従業員に対して5,000円相当の食料品等のプ
レゼントを用意しており、その結果年次有給休暇を
取得する従業員が増えました。
　また、当社では働き方に関する相談窓口を通し

て、ロールモデルとなる女性従業員とのマッチングを
実施しており、働き続けていく上での悩みや心配事
を相談できる体制を整えています。パートから正社
員になった際の業務量に対する不安や、子育て等
の理由で正社員から一時的にパートになった後再
び正社員に戻れるかといった相談等、さまざまな相
談に対して、ロールモデルとなる女性従業員の実際
の経験を聞く場を設けることで、当社で働き続ける
ことに対する不安が少しでも解消されると考えてい
ます。また、管理職や役員を目指したい従業員に対
しても同様のマッチング（管理職や役員の実際の
経験を聞く場の設定）を実施しており、活躍の機会
を多く作っています。

休みを取りやすい環境の整備が、さまざまな効果
につながっています
　「有給休暇100%プロジェクト」の結果、2022
年度の年次有給休暇の取得率は薬剤師の正社員
は91.5%、事務・営業の正社員が97.1%であり、取
組が定着したと考えています。環境整備の結果、年
次有給休暇だけでなく女性・男性の産前産後休
業・育児休業も取得しやすい環境になったと考えま
す。休みが取りやすいため、平均勤続年数も増加傾
向にあります。また、当社はプラチナくるみんプラス
認定を中国地方で初めて取得したため、取得時に
は、地域のテレビや新聞等メディア露出が増え、ブ

ランディングにつながりました。中途採用や新卒採
用時には、関心を持ってもらえる人が増えていると
感じています。

安心して休みが取れる体制の構築
　年次有給休暇取得を推奨する一方で、薬剤師や
事務員の人手が足りないと業務は回りません。当
社では、薬剤師等がさまざまな薬局に出張するラ
ウンダー制を取り入れました。年次有給休暇や育
児休業の取得による人員不足をカバーできる体制
を組むことで、安心して年次有給休暇や育児休業
を取得できる環境を整えました。また、店舗内の商
品の配置などについて社内で統一のルールを作
り、ラウンダーがどこの薬局でも仕事がしやすいよ
うに工夫しました。その結果、各店舗で取り入れて
いる効率的な手法がラウンダーによって他店舗に
広まったり、薬局店舗内での不正に対する相互牽
制に繋がるなど、生産性やセキュリティ等の観点
で副次的な効果も得られました。加えて、以前より

様々な従業員と交流できるようになったことで、よ
り働きやすい職場環境になったと考えます。

介護も含めた制度の充実化で、全従業員にとって
働きやすい職場環境を目指します
　これからも、従業員の意見を聞きながら、制度や研
修の充実を図りたいと考えています。現在は子育て等
の支援は充実しているものの、介護休業、介護休暇等
についてはまだ取りやすい環境ではないと感じていま
す。子育て期だけでなく、親の介護が求められる中高年
期も当たり前に多様な働き方ができる会社を目指して
いきます。

　私は2007年に当社へ正社員として入社し、2008年に第１
子の出産のため、産前産後休業・育児休業を取得しました。
1年後に、週1回午前中のみのパートに変更して復帰しまし
た。その後第２子出産をはさみ、2014年からパートの日数
を徐々に増やし、2022年に正社員の週休3日制度ができた
ため、その制度を利用して週32時間労働の正社員になりま
した。
　私も夫も両親が県外にいて頼れなかったことや、子どもが
小さいうちは子どもと一緒にいてあげたいという思いがあっ
たため、短時間で勤務できたことはとてもありがたかったで
す。また、ブランクが少なくて済み、子どもが成長した際に自
分が希望したタイミングで勤務時間を増やせたこともとても
助かっています。働き方に対する周りの理解があったことに
も感謝しています。

　2024年5月から管理薬剤師になる予定であり、現在は管
理薬剤師のもとで1年間勉強をしています。退職される方が
いるため、「やってみないか？」というお話をいただいたこと
がきっかけです。最初にお話をいただいた時は、他の方より
少し勤務時間の短い働き方で管理薬剤師が務まるのかとい
う不安や、パートとして働いてきたため経験値が少ないので
はという不安、家庭と両立できるかという不安がありました。
私は、仕事より家庭の方が大切だと考えていますが、当社は
必要な時に休暇が取りやすく、また現在の勤務形態のままで
もいいというお話をいただいたため、家庭と両立ができそう
だなと思いました。また、周りの方から全力でフォローすると
いう言葉があり、その言葉を信じてチャレンジしようと思いま
した。

自分のライフスタイルに合わせた
柔軟な働き方ができるため、
キャリアアップの機会をもらった際にも
前向きにとらえることができました

さつき薬局　薬剤師

柳原　麻理さん

総務部　総務部長
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林　広樹さん

特徴的な制度・取組など企業プロフィール

フラワー・ブロスTMS株式会社（小売業）

休みやすい環境を作ることで、
社員が安心してチャレンジできる職場を実現

掲載年度2023年

取組を進めるにあたっての工夫・苦労

取組の成果・取組を進めたことによる効果等
具体的な取組の内容

取組のきっかけ・経緯

今後の課題・展望

設　　　立 ： 1988年
本社所在地 ： 山口県宇部市
事 業 内 容： 小売業（調剤薬局の運営、一般医療品・
  医薬部外品の販売）
従業員数：  148人（うち女性117人）

● 「有給休暇100%プロジェクトの推進」による、年次有給休暇を取りやすい
 雰囲気づくり
● ロールモデルとなる女性従業員とのマッチングによる働き方に関する
 不安の解消
● 薬剤師等のラウンダーの採用による人員不足のカバー

子どもの成長に合わせて希望の勤務時間で
働けたため、仕事のブランクが少なくて済みました

仕事と家庭の両立ができそうな会社であるため、
キャリアアップにチャレンジしようと思いました

　2006年に当社に入社して以来、研究開発部門に所属していま
す。2012年に一人目の子どもが生まれたのですが、当時、妻は実
家に里帰りをして出産をしました。2016年の二人目出産の時に初
めて育児休業を取得しました。このとき取得したのは4日間でした
が、ちょうど出産が年末のタイミングだったので冬期休暇に付ける
形で実質2週間の休暇となりました。
　私たちは夫婦共働きで東京に勤務していますが、二人とも実家
は大阪です。上の子が既に幼稚園に通っていたこともあり、二人目
は東京での出産を考えていました。育児休業制度については事前
に知っていましたし、周囲にも先輩男性従業員の取得者がいて、
取得しやすい環境にありました。
　育児休業を二人目で初めて取得したことで、一人目との大きな違
いを感じました。一人目の時は、妻の出産、里帰りから東京に戻っ
て来るまでに2か月が経っていたので、子育ての邪魔になるのでは
と遠慮がちになっていました。二人目は育児休業制度を利用して
病院の立ち合いからずっと一緒にいられたので、育児のリズムが
分かったような気がして、一人目の時よりも積極的に関与できたと
思います。
　最近は、男性の育児休業を数か月間取得するメンバーも増えて
きて、私が利用した当時と比べ長期化が進んでいると思います。ま
た、利用時期もフレキシブルになってきており、徐々に制度が手厚
くなったことでワークライフバランスの充実につながっていると感
じています。

従業員の声


